
11月28日（水）14：00～15：30日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

交通のご案内

お問合わせ
大和成和病院
☎046-278-3911（代表）
神奈川県大和市南林間9-8-2

南林間駅･中央林間駅･鶴間駅･
さがみ野駅から無料シャトルバスを運行

大和成和病院 1階 ロビー
講 

師

大和成和病院
循環器内科

上村 直 医師

中
央
林
間
駅

南
林
間
駅
鶴
間

大和成和
病院

50
小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

心臓血管の病気について ～病気も知れば予防もできる？～
　心血管疾患（心筋梗塞や狭心症など）
の怖いところは、水面下で病状が進行し、
症状が現れたときには重症化している
ケースがあるということです。
　この講座を通して、診断や治療方法、
予防対策についてを当院の循環器内科医
が丁寧に解説します。

次回予告
12月19日（水）開催

11月27日（火）13：00から日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

さがみ野中央病院 １階 リハビリテーション室

交通のご案内

お問合わせ
さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

さがみ野駅南口から徒歩５分､
相模大塚駅から無料シャトルバス

教えます！ 四十肩・五十肩の予防リハビリ
　よく聞く「四十肩」「五十肩」。実はとても
怖いもので、一度発症すると痛みのほか
腕が上がらないといった症状が、長期継
続する場合があります。今回は「四十肩」
「五十肩」の病態と、その予防のリハビリ
内容を中心に皆さまにお伝えします。

次回予告
12月下旬開催予定

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口

厚
木
街
道

40
マルエツ

東柏ヶ谷
相模大塚

相模鉄道

246

講 

師

さがみ野中央病院
リハビリテーション科
栗澤 高輝

理学療法士

浮む
く
み腫

を
生
じ
ま
す
。

▽
僧
帽
弁
狭
窄
症
…
左
心
房
圧
上

昇
に
よ
る
不
整
脈
、
肺
う
っ
血
、

肺
高
血
圧
を
生
じ
ま
す
。

▽
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
…
肺
う
っ
血

と
、
左
心
房
・
左
心
室
の
拡
大
を

生
じ
ま
す
。

▽
大
動
脈
弁
閉
鎖
不
全
…
高
圧
で

左
心
室
に
逆
流
し
、
左
心
室
拡
大

と
臓
器
循
環
障
害
を
生
じ
ま
す
。

▽
大
動
脈
弁
狭
窄
症
…
心
拍
出
量

の
低
下
と
、
左
心
室
の
内
圧
上
昇

で
心
臓
の
負
荷
が
生
じ
ま
す
。

　

心
臓
弁
膜
症
に
は
、『
経
カ
テ
ー

テ
ル
大
動
脈
弁
置
換
術
（
Ｔ
Ａ
Ｖ

Ｉ
）』
や
、『
低
侵
襲
心
臓
手
術
（
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
）』
な
ど
が
あ
り
、
当
院

で
は
患
者
さ
ま
に
適
切
な
治
療
法

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
ご

相
談
く
だ
さ
い
」。  （
取
材
協
力
）

心
房‒

心
室
間
と
心
室
の
出
口
に
、

逆
流
の
防
止
弁
〈
右
心
室
の
入
口

に
『
三
尖
弁
』、
出
口
に
『
肺
動

脈
弁
』
／
左
心
室
の
入
口
に
『
僧

帽
弁
』、
出
口
に
『
大
動
脈
弁
』〉

が
存
在
し
、
心
臓
の
血
液
の
流
れ

は
一
方
通
行
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
心
臓
弁
膜
症
で
は
、
こ

れ
ら
の
弁
に
異
常
が
起
き
、
逆
流

症
（
閉
鎖
不
全
症
）
と
狭
窄
症
を

発
症
し
ま
す
。

▽
閉
鎖
不
全
症
…
逆
流
し
た
血
液

が
心
室
内
に
戻
り
、
心
臓
の
容
量

増
大
（
前
負
荷
）
が
生
じ
ま
す
。

▽
狭
窄
症
…
血
流
の
通
過
が
妨
げ

ら
れ
て
拍
出
量
が
減
少
し
、
後
方

器
官
の
内
圧
上
昇
（
後
負
荷
・
圧

負
荷
）
が
生
じ
ま
す
。

▽
三
尖
弁
逆
流
…
臓
器
う
っ
血

（
肝
臓
、
腸
管
等
）
と
、
全
身
に

　

心
臓
弁
膜
症
は
自
覚
症
状
な
く

進
行
し
、
重
症
化
す
れ
ば
心
不
全

を
起
こ
す
重
大
な
病
気
で
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
循
環
器
専
門
病
院

「
大
和
成
和
病
院
」
の
倉
田
篤
院

長
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
倉
田
院
長
）「
心
臓
は
静
脈
血

を
肺
に
送
り
、
酸
素
と
二
酸
化
炭

素
の
ガ
ス
交
換
を
行
な
う
『
右
心

系
』
と
、
酸
素
を
蓄
え
た
動
脈
血

を
全
身
に
送
り
出
す
『
左
心
系
』

の
２
つ
の
ポ
ン
プ
が
表
裏
一
体
と

な
っ
て
い
る
臓
器
で
す
。
血
液
を

溜
め
込
む
『
心
房
』
と
、
血
液
を

送
り
出
す
『
心
室
』
に
分
か
れ
て
、

　

骨
粗
鬆
症
は
、
初
期
に
自
覚
症

状
が
現
れ
に
く
く
、
骨
折
し
て
か

ら
そ
の
病
気
の
存
在
に
気
が
つ
く

ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
背
骨
の
骨
折
で
は
、
３
人
に

２
人
の
割
合
で
「
痛
み
を
感
じ
て

い
な
い
」
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

　

糖
尿
病
や
慢
性
腎
臓
病
の
ほ

か
、
肺
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る

場
合
は
、
骨
粗
鬆
症
の
検
査
（
骨

密
度
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
血
液
検
査
）

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

海
老
名
市
に
あ
る
さ
が
み
野
中

央
病
院
に
は
、「
骨
粗
鬆
症
」
専

門
外
来
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内

容
や
問
い
合
わ
せ
は
、
同
院
☎︎

０
４
６
・
２
３
３
・
５
１
１
０
㈹
の

医
療
相
談
室
へ
ご
相
談
を
。

（
糖
尿
病
や
慢
性
腎
臓
病
な
ど
）

と
「
骨
」
と
の
関
係
も
立
証
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
骨
の

強
度
が
低
下
し
、
骨
折
し
や
す
く

な
る
病
気
で
あ
る
「
骨
粗
鬆
症
」

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

糖
尿
病
・
腎
臓
病
が
骨
に
影
響

　

生
活
習
慣
病
に
よ
っ
て
骨
の
質

が
悪
化
し
、
骨
の
し
な
や
か
さ
が

失
わ
れ
る

た
め
、
骨
密

度
が
低
く

な
く
て
も
、

健
康
な
人

に
比
べ
て

骨
折
リ
ス

ク
が
高
く

な
り
ま
す
。

骨
と
臓
器
は
関
連
が
あ
る

　

人
間
の
「
骨
」
は
、
体
を
支
え

て
臓
器
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
生

理
活
性
物
質
を
介
し
て
全
身
の
臓

器
と
シ
グ
ナ
ル
を
交
換
し
、
機
能

を
調
節
し
合
っ
て
い
る
こ
と
が
、

近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て「
生
活
習
慣
病
」

大和成和病院
関 宏 医師

（心臓血管外科）

す
。
気
づ
か
な
い
う
ち
に
小
さ
な

心
筋
梗
塞
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
動
脈
か
ら
カ

テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
て
心
臓
を
検

査
し
、
最
終
的
な
治
療
法
を
判
断

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

治
療
で
は
、
薬
物
以
外
で
は
バ

イ
パ
ス
手
術
と
カ
テ
ー
テ
ル
手
術

＝
10
月
号
で
紹
介
（
上
村
医
師
）

＝
が
あ
り
ま
す
。
冠
動
脈
の
１
本

に
障
害
が
起
き
、
心
筋
の
壊
死
が

始
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、
素
早
く

処
置
で
き
る
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
が

一
般
的
で
す
。
し
か
し
、
糖
尿
病

や
複
雑
な
多
数
の
病
変
を
有
し
て

い
る
場
合
に
は
、
バ
イ
パ
ス
手
術

の
選
択
が
適
し
て
い
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
心
筋
の
壊
死
が
起
き
て

い
な
い
こ
と
が
前
提
）。

　

当
院
で
は
、
循
環
器
専
門
病
院

と
し
て
、
患
者
さ
ま
に
適
切
な
治

療
法
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
治
療
や
診
察
な
ど
不
安
な
方

は
、
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

や
狭
心
症
な
ど（
虚
血
性
心
疾
患
）

だ
っ
た
場
合
の
症
状
や
検
査
、
治

療
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
関
医
師
）「
胸
痛
の
ほ
か
に
、

息
切
れ
や
冷
汗
、
動
悸
、
吐
き
気

や
倦
怠
感
な
ど
が
主
体
と
し
て
現

れ
る
方
が
い
る
ほ
か
、
例
え
ば
糖

尿
病
を
抱
え
て
い
る
場
合
は
、
痛

み
に
鈍
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

に
関
わ
る
可
能
性
が
高
い
の
は
、

や
は
り
心
臓
や
血
管
の
病
気
で

あ
る
時
で
す
。
そ
の
た
め
内
科

や
循
環
器
内
科
を
受
診
し
、
ま

ず
心
臓
の
病
気
に
つ
い
て
、は
っ

き
り
さ
せ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

超
音
波
や
Ｃ
Ｔ
、
カ
テ
ー
テ
ル

な
ど
特
殊
な
心
臓
検
査
も
あ
り
ま

す
が
、
Ｘ
線
や
心
電
図
、
血
液
検

査
な
ど
で
も
心
臓（
ま
た
は
心
筋
）

の
障
害
が
確
認
で
き
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
」。

【
よ
く
あ
る
相
談
②
】

　
胸
の
痛
み
の
原
因
が
心
筋
梗
塞

【
よ
く
あ
る
相
談
①
】

　
胸
が
痛
い
時
、
病
院
で
ど
の
診

療
科
に
診
て
も
ら
え
ば
い
い
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
検
査
も
怖
く
て
…

足
が
遠
の
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　
（
関
医
師
）「
胸
の
痛
み
は
、
必

ず
し
も
心
臓
や
血
管
が
原
因
で
あ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
急
激
に
悪
化
し
命

　

循
環
器
専
門
病
院
で
あ
る
大
和
成
和
病
院
（
☎︎
０
４
６
・

２
７
８
・
３
９
１
１
）
の
関
医
師
に
、
胸
の
痛
み
に
つ
い
て

よ
く
あ
る
相
談
内
容
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

通
り
道
で
あ
る
膵
臓
や
胆
道
な
ど

の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

食
事
や
飲
み
込
み
と
関
連
が
あ

る
場
合
は
、
消
化
器
系
の
痛
み
で

あ
る
こ
と
が
多
く
、
深
呼
吸
し
た

時
や
体
の
向
き
で
軽
く
な
っ
た
り

す
る
場
合
は
、
肺
や
胸
膜
が
関
係

し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

虚
血
性
心
疾
患
が
多
い

　

胸
の
痛
み
が
心
臓
か
ら
く
る
も

の
で
あ
る
時
、
弁
の
病
気
に
よ
る

心
筋
の
痛
み
の
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
最
も
疑
う
べ
き
病
気
は
、
酸

素
不
足
を
起
こ
し
て
い
る
「
虚
血

性
心
疾
患
」
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
痛
み
と
そ
の
原

因
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、

検
査
を
し
て
総
合
的
に
判
断
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
己
判
断
せ
ず
に
、
か
か
り
つ

け
医
や
近
隣
病
院
で
検
査
を
受
け

て
、
し
っ
か
り
と
胸
の
痛
み
の
原

因
を
解
明
し
ま
し
ょ
う
。

い
た
り
、
食
事
や
水
分
が
通
る
と

き
に
走
る
痛
み
や
、
食
事
の
時
に

痛
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

食
道
や
胃
、
膵
臓
、
肺
も
関
係

　

痛
み
を
起
こ
し
て
い
る
臓
器

は
、
単
純
に
胸
＝
イ
コ
ー
ル

心
臓
に
限
り

ま
せ
ん
。そ
し
て
痛
み
の
原
因
も
、

何
か
が
詰
ま
っ
た
り
、
酸
素
が
不

足
し
て
い
た
り
、
炎
症
が
起
き
て

い
た
り
と
複
雑
で
す
。

　

画
像
や
血
液
、
心
電
図
の
検
査

を
し
て
も
異
常
所
見
が
な
い
場
合

は
、
精
神
的
な
要
因
で
激
痛
が
生

じ
る
「
心
臓
神
経
症
」
と
い
う
心

の
病
気
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

心
臓
に
近
い
大
動
脈
や
肺
動

脈
、
肺
自
体
が
痛
み
の
原
因
の
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
食
道
や
胃
、

十
二
指
腸
の
ほ
か
、
消
化
酵
素
の

感
じ
／
背
中
に
も
響
く
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
激
痛
／
チ
ク
チ
ク
刺

す
よ
う
な
痛
み
な
ど
、
そ
の
程
度

は
様
々
で
す
。

　

さ
ら
に
、
呼
吸
に
合
わ
せ
て
響

一
様
に
示
せ
な
い
痛
み

　
「
胸
痛
」
と
一
言
で
い
っ
て
も
、

胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
感
じ
／
何

か
が
乗
っ
て
い
る
よ
う
な
重
た
い

　

胸
痛
＝
イ
コ
ー
ル

心
臓
と
考
え
る
人
は
多
い
は
ず
。
し
か

し
、
肺
や
精
神
的
な
要
因
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
痛
み

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
自
己
判
断
は
い
け
ま
せ
ん
。締め付け

られる

食事の時に
痛くなる

チクチク
痛い

胸痛の主な原因器官と症状

肺動脈や肺自体の疾患
（肺塞栓、肺炎など）

精神的な要因で激痛も

食道や胃、十二指腸な
どの疾患（逆流性食道
炎、消化性潰瘍など）

虚血性心疾患（心筋
梗塞、狭心症など）

心臓系 メンタル系

消化器系消化器系 呼吸器系呼吸器系

病変画像（１カ所）

病変画像（ 複 数 ）心臓の CT 画像（冠動脈 CT）

神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

さがみ野中央病院
☎046-233-5110

「骨粗鬆症」専門外来
（整形外科）
第２・４金曜日午前

担当医 山田院長担当医 山田院長要予約

倉田 篤 院長
大和成和病院
☎︎ 046-278-3911

「
心
臓
弁
膜
症
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
」

取
材
協
力
／
大
和
成
和
病
院
　
倉
田 

篤 

院
長

取
材
協
力
／
さ
が
み
野
中
央
病
院

生
活
習
慣
病
患
者
と
骨
粗
鬆
症
の
深
い
関
係

〜
心
臓
血
管
外
科
医
に
聞
く
〜

「
胸
痛
は
専
門
的
に
診
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
」

取
材
協
力
／
大
和
成
和
病
院
　
関 

宏 
医
師

 

胸
の
痛
み
は
心
臓
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

　

  

消
化
器
・
呼
吸
器
系
や
精
神
的
な
原
因
も  
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株式会社FMC 〒253-0083 神奈川県茅ヶ崎市西久保500番地

☎0467-88-1263

ふれあい東戸塚保育園 〒244-0806 神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-15 ☎045-827-2637
ふれあい大和保育園 〒242-0006 神奈川県大和市南林間9-4-14 ☎046-278-3911
ふれあい町田保育園 〒194-0215 東京都町田市小山ヶ丘１-３-10 ☎042-798-1121
ふれあい綾瀬保育園 〒252-1103 神奈川県綾瀬市深谷中1-4-13 ☎0467-77-5111
ふれあいさがみ野保育園 〒243-0401 神奈川県海老名市東柏ヶ谷2-16-11 セトビル103 ☎046-233-5110
ふれあい茅ヶ崎保育園 〒253-0041 神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎2-1-38 茅ヶ崎ソシエ弐番館205 ☎0467-86-6530

● 夏期休暇（常勤のみ最大3日）の他、各種特別休暇あり
● 医療費補助制度あり（グループ指定の外来・入院・薬局）
● 入職後は充実した研修により、知識・技術の向上が図れます（常勤対象）

新設保育所オープン! 
保育士募集

勤務地

常 勤

非常勤

184,600円～327,600円
（当直1回）  5,000円
（皆勤手当）10,000円

時給1,200円～1,300円
（夜勤1回）5,000円～
時給1,200円～1,300円
（当直1回）5,000円～

楽
し
ん
で
行
な
う
集
団
リ
ハ
ビ
リ
（
上
）
／
往
診
の
様
子
（
下
）
＝
同
施
設
に
て

　

例
え
ば
、「
健
康
に
自
信
が
な

い
」
と
い
う
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居

希
望
者
だ
っ
た
ら
、
医
療
環
境
に

重
き
を
お
い
た
施
設
が
好
ま
し
い

と
い
う
こ
と
は
、
誰
で
も
想
像
が

つ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

そ
の
「
医
療
環
境
が
良
い
施
設
」

に
も
、
定
期
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
あ

る
と
い
う
程
度
か
ら
、
病
院
が
階

下
に
あ
る
施
設
ま
で
様
々
で
す
。

食
生
活
の
不
安
も
払
拭

　

今
回
紹
介
す
る
東
京
都
町
田
市

の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
シ
ニ
ア
レ

ジ
デ
ン
ス
町
田
」
は
、
同
じ
建
物

内
に
複
数
の
診
療
科
を
も
つ
病
院

（
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
）
が
あ
り
、

敷
地
内
に
は
老
健
（
ふ
れ
あ
い
の

町
田
）・
調
剤
薬
局
・
リ
ハ
ビ
リ

セ
ン
タ
ー
も
揃
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
施
設
見
学
会
を
11
月
17
日
㈯

か
ら
開
催
＝
右
下
広
告
参
照
＝
し

ま
す
。
高
齢
者
施
設
に
関
心
の
あ

る
人
に
対
し
、
ラ
ン
チ
ま
で
じ
っ

く
り
試
食
し
て
も
ら
い
、「
自
分

に
あ
っ
て
い
る
施
設
な
の
か
ど
う

か
」
を
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

病
院
が
あ
る
便
利
さ
と
は

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
り
な
が

ら
、
階
下
に
大
き
な
病
院
が
24
時

間
３
６
５
日
動
い
て
い
る
の
で
、

日
々
の
通
院
は
も
ち
ろ
ん
、
入
院

な
ど
も
少
し
の
移
動
で
す
み
ま

す
。
移
動
負
担
の
軽
減
の
ほ
か
、

自
分
の
住
ま
い
と
同
じ
建
物
で
治

療
を
受
け
る
と
い
う
安
心
感
も
あ

る
で
し
ょ
う
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
病
院
の
よ

う
な
機
能
最
優
先
の
構
造
に
な
っ

「
ど
こ
も
同
じ
」
で
は
な
い
！

　
「
高
齢
者
施
設
は
み
ん
な
似
た

よ
う
な
も
の
」
と
思
い
込
み
、
違

い
を
知
ろ
う
と
す
る
人
は
、
残
念

な
が
ら
多
く
な
い
現
状
で
す
。

　

し
か
し
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
／

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
／
介
護
老

人
保
健
施
設
／
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

な
ど
、
高
齢
者
施
設
の
種
類
は
と

て
も
多
く
、
介
護
内
容
も
異
な
り

ま
す
。

　

そ
れ
な
の
に
実
際
は
、
自
分
や

家
族
に
必
要
な
介
護
や
サ
ー
ビ
ス

内
容
が
満
た
さ
れ
て
い
る
施
設
を

き
ち
ん
と
選
べ
て
い
な
い
人
が
か

な
り
の
数
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

○
…
「
私
が
医
師
と
し
て
一
番

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
“
患
者

さ
ま
か
ら
逃
げ
な
い
”
と
い
う
こ

と
で
す
。
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る

患
者
さ
ま
が
一
度
で
も
“
医
師
が

逃
げ
た
”
と
感
じ
る
と
、
患
者
さ

ま
と
医
師
の
信
頼
関
係
は
修
復
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
患

者
さ
ま
と
真
摯
に
向
き
合
う
と
い

う
こ
と
は
、
治
療
を
進
め
る
上
で

最
も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
」。

 

　

○
…
関
西
出
身
で
化
学
に
興
味

を
も
ち
、一
度
は
工
学
部
（
大
学
）

を
卒
業
。
し
か
し
医
師
に
な
る
た

め
に
、医
大
を
再
受
験
し
ま
し
た
。

「
ち
ょ
う
ど
第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ

ク
が
起
こ
り
、
考
え
る
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
し
て
ね
」
と
話
し
、「
医

師
に
な
っ
て
か
ら
は
腎
臓
・
人
工

透
析
治
療
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で

き
ま
し
た
。
現
在
、
人
工
透
析
患

者
さ
ま
の
数
は
と
て
も
多
く
、
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
が
医
師

に
な
っ
た
当
時
も
か
な
り
の
数
で

し
た
。
し
か
し
当
時
の
透
析
開
始

時
の
患
者
平
均
年
齢
は
約
59
歳
。

今
は
約
69
歳
と
な
り
、
患
者
さ
ま

の
増
加
と
と
も
に
、
高
齢
化
も
視

野
に
入
れ
た
対
応
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
」。

　

○
…
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ

ル
で
は
、
人
工
透
析
治
療
の
ほ
か

一
般
内
科
の
外
来
診
療
や
入
院
治

療
も
担
当
し
て
い
ま
す
。「
特
に

初
診
の
患
者
さ
ま
は
、
医
師
に
対

し
て
身
構
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す

よ
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
、
い
か
に

自
然
に
気
持
ち
を
楽
に
し
て
、
医

師
へ
症
状
や
悩
み
を
う
っ
た
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と

を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
話

し
や
す
い
方
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
ご
来
院
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」。

　

○
…
人
工
透
析
療
法
の
導
入

は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
の

悪
化
が
原
因
の
ケ
ー
ス
が
多
く
、

「
食
事
療
法
は
そ
れ
ら
の
原
因
疾

患
に
と
て
も
効
果
的
で
す
。
タ
ン

パ
ク
制
限
な
ど
で
感
じ
る
物
足
り

な
さ
に
は
、
代
用
法
を
提
案
し
ま

す
。
医
療
的
側
面
か
ら
様
々
な
こ

と
を
勘
案
し
つ
つ
、
今
後
も
患
者

さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
医
療

を
提
供
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
」。
優
し
く
語
り
ま
し
た
。

奥村 栄二郎 医師
 （おくむら えいじろう）　　　　

ふれあい町田ホスピタル
【 人工透析内科 】
医学博士
日本内科学会 認定内科医
日本透析医学会 専門医

 「
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
受
診
を
」

　 

雰
囲
気
も
重
要
視
す
る
透
析
医
師

こ
の「
人
」に
聞
く

で
腎
臓
機
能
低
下
の
疑
い
〉。

　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と
診

断
さ
れ
た
ら
、
ま
ず
は
原
因
を
知

る
こ
と
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
専
門

医
の
診
察
を
受
け
、
早
期
で
あ
れ

ば
原
因
に
対
処
し
て
進
行
を
抑
え

れ
ば
改
善
も
で
き
る
で
し
ょ
う
」。

発
見
し
、
早
期
か
ら
治
療
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

し
か
し
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

は
、
重
度
に
な
る
ま
で
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
ま
ま
放
置
し
て
し
ま
い
、
病
気

が
進
ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
と
て

も
多
く
、
貧
血
／
疲
労
感
／
む
く

み
な
ど
の
症
状
が
現
れ
た
と
き
に

は
、
か
な
り
進
行
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
」

尿
・
血
液
の
検
査
で
わ
か
る

　
（
同
医
師
）「
早
期
に
発
見
し
て

治
療
を
開
始
す
る
た
め
に
は
、
尿

中
の
タ
ン
パ
ク
質
を
調
べ
る
【
尿

検
査
】
と
、
血
液
中
の
ク
レ
ア
チ

ニ
ン
を
調
べ
る
【
血
液
検
査
】
を

定
期
的
に
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
さ
ら
に
診
断
の
指
標
と
な
る

検
査
に
【
Ｇ
Ｆ
Ｒ
値
（
糸
球
体
ろ

過
量
）】
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

腎
臓
の
糸
球
体
を
ろ
過
し
て
で
き

る
１
分
間
の
原
尿
量
を
示
す
も
の

で
す
〈
90
以
上
が
正
常
、
50
未
満

の
結
果
）
や
、
腎
臓
の
機
能
低
下

が
慢
性
的
に
続
く
状
態
で
す
。

　

放
置
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と

『
末
期
腎
不
全
』
と
な
っ
て
し
ま

い
、
人
工
透
析
療
法
や
腎
臓
移
植

を
受
け
な
け
れ
ば
、
生
命
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。こ
の
末
期
腎
不
全
は
、

全
世
界
で
罹
患
数
が
増
え
続
け
、

大
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
」

自
覚
症
状
が
な
い
人
こ
そ
検
査

　
（
同
医
師
）「
解
決
に
は
、
い
わ

ゆ
る
“
隠
れ
腎
臓
病
”
の
う
ち
に

れ
て
い
ま
す
。
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ

Ｋ
Ｄ
）
と
は
、
腎
臓
の
障
害
を
示

す
所
見
（
健
康
診
断
や
検
査
な
ど

　
（
奥
村
医
師
・
以
下
同
）「
最
近
、

『
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）』
と
い

う
新
し
い
病
気
の
概
念
が
注
目
さ

　

罹
患
者
が
増
え
続
け
て
い
る
「
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）」。
こ
れ
を
食
い
止

め
る
に
は
、
ま
ず
は
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス

ピ
タ
ル
で
人
工
透
析
内
科
を
担
当
す
る
奥
村
栄
二
郎
医
師
＝
今
号
「
こ
の
人
に

聞
く
」で
紹
介
＝
に
、Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。〈
取
材
協
力
〉

シニアレジデンス町田

ランチ付き見学会
なんと無料開催！！

応募殺到も 早めのお申込みを

き
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
そ
の
ま

ま
継
続
で
き
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
担
当
者
は
、「
将
来
の

病
気
や
介
護
の
不
安
な
く
、
心
軽

や
か
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
環

境
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ぜ
ひ
見
学
会
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
見
学
日
に

よ
っ
て
は
満
員
も
で
る
の
で
、
早

め
の
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

シニアレジデンス町田
（介護付有料老人ホーム）

無料見学会
ランチ
付き！

開催日時

見学会の内容

１１月１７日　～３０日
各日１１時から

土 金

● 介護現場の“プロ”による
  施設の案内・説明
● 一般的な高齢者施設（老人ホーム含む）
  の特徴・違いの解説
● 施設選びでカギとなる重要ポイントを伝授

当日に入居者に出される昼食メニュー
と同じものをお召し上がりいただきます

案内係は
専門職が担当

● 多摩境駅より無料シャトルバス　● 駐車場無料

シニアレジデンス町田
東京都町田市小山ヶ丘1-３-８

　 0120-86-6534 電
話
申
込
み
券

キリ
トリ

八
王
子

町
田

橋
本
駅

相
模
原
駅

多摩境 小
山

ベビー
ザラス

介
護
老
人
保
健
施
設

ふ
れ
あ
い
の
町
田リハビリ

テーション
センター

薬局

Pシニア
レジデンス
町田

シニア
レジデンス
町田

ふれあい
町田

ホスピタル
ココ

ラン
チ

無
料ラン
チ

無
料

て
い
る
こ
と
は
な
く
、
高
齢
者
の

暮
ら
し
や
す
さ
に
配
慮
し
た
つ
く

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
居
室
の
ほ
か
、
夫
婦
部
屋

も
あ
り
（
２
０
１
８
年
10
月
現
在

残
り
１
室
）、
ホ
ー
ム
周
辺
に
は

カ
フ
ェ
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
あ
る
穏
や
か
な
多
摩
丘
陵
地
域

に
あ
り
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
・
バ
ス
・

ト
イ
レ
が
完
備
さ
れ
て
い
る
部
屋

な
の
で
、
今
ま
で
夫
婦
で
築
い
て

正常な腎臓

末期腎不全

タンパク質
赤血球

老廃物
糸球体

尿

腎臓には､血液
から老廃物を
ろ過する「フィ
ルター」の役
割がある糸球
体があります。

血液を十分にろ過で
きなくなります｡老廃
物や余分な水分が出
せなくなり､傷ついた
糸球体からは必要な
成分が漏れ出てしま
います。

☎042-798-1121（代） 東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

ふれあい町田ホスピタル
奥村医師

内科（腎臓）外来
水曜日午前
人工透析治療担当

慢
性
腎
臓
病
に
警
鐘
　
　
　
　

「
症
状
が
出
て
か
ら
の
検
査
で
は
手
遅
れ
も
！
」

人
工
透
析
専
門
医
・
奥
村
栄
二
郎 

医
師
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湘南医療大学
大学祭
11/24（土）11:00～16:00
　　  10:00～ 寺本副学長による公開講座
　　  14:00～ 大学説明会

医療ビジネス観光情報専門学校
オープンキャンパス
12/15（土）10:00～12:00（模擬授業あり）

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
学校見学会【理学療法学科、作業療法学科】
11/17（土）10:00～12:00

学校説明会【言語聴覚学科】
11/17（土）10:00～12:00
12/8（土）15:00～17:00

● 湘南医療大学 045-821-0115
● 茅ヶ崎看護専門学校 0467-86-6011
● 下田看護専門学校 0558-25-2211

● 医療ビジネス観光情報専門学校 042-744-9711
● 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 0467-88-6611

学校説明会・オープンキャンパス・入試の詳細については、各校へお問い合わせください。

同時
開催

茅ヶ崎看護専門学校
入試対策説明会
11/17（土）10:00～12:00

下田看護専門学校
学校説明会
12/8（土）13:00～16:00

医療・保健・福祉・教育の「ふれあいグループ」学校法人 湘南ふれあい学園

行ってみて、聞いてみて、
お悩み解消。学校選び、悩まず相談！学校選び、悩まず相談！ 管理栄養士が

監修 

今月の絶品レ
シピ

管理栄養士:穴田律子

1人分 カロリー：393kcal／塩分：2.3g

コロッケに豆腐を加えて
じゃが芋を減らして糖質を抑え、
さらに炒ったパン粉を付けて揚げない
ので脂質も減らすことができます。
血糖値や中性脂肪が気になる方に
おススメです。

① パン粉はフライパンでキツネ色になるまで弱火で炒る。
② フライパンにオリーブオイルを入れて、
　 合挽き肉とみじん切りにした玉ねぎを炒める。
③ 水切りした木綿豆腐を崩して②に加えて、そぼろ状にして炒める。
④ じゃが芋を電子レンジで軟らかくなるまで加熱したら
　 潰して③と混ぜ、　　　 を入れて混ぜ合わせる。
⑤ 　を2等分にして成形し、小麦粉、溶き卵、　のパン粉
　 の順に付ける。
⑥ 250℃のオーブンで20分加熱する。

1
2

2

3
4 1

3
4

5

6

調味料

木綿豆腐 75ｇ
玉ねぎ 1/8個
合挽き肉 30g
じゃが芋 中1個
オリーブオイル 大1
パン粉 1/4カップ

卵 1/4個
小麦粉 大1/2
　　 しょうゆ 小1/2
　　 みりん 小1/2
　　 塩 ひとつまみ
　　 顆粒コンソメ 小1/2

調
味
料

材 料（1人分／小ぶり2個分）

揚げない豆腐入りコロッケ

「
お
気
軽
に
ご
来
院
下
さ
い
」
と
話
す
山
田
医
師

療
や
生
活
に
差
し
障
り
が
生
じ
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
、
患
者
さ
ま

そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
ケ
ー
ス
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
細
か
く
治
療
内

容
を
考
え
て
い
き
ま
す
。 

　
Ｑ
．
循
環
器
内
科
に
受
診
す
る

と
き
に
、
事
前
に
準
備
し
た
ほ
う

が
良
い
こ
と
な
ど
が
あ
っ
た
ら
、

教
え
て
下
さ
い
。

　

Ａ
．
症
状
が
起
こ
っ
た
時
間
や

持
続
時
間
、
発
症
場
所
、
ど
ん
な

時
に
発
症
し
た
か
な
ど
、
背
景
は

病
気
の
鑑
別
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
多
く
、
そ
の
内
容
を

記
し
た
メ
モ
な
ど
が
あ
る
と
、
と

て
も
助
か
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
他
の
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ

た
検
査
結
果
な
ど
も
参
考
に
な
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
医
療
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
お
持
ち
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

不
安
な
症
状
な
ど
は
、
ご
遠
慮

な
く
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
ご
受
診

下
さ
い
。　
　
　

    （
取
材
協
力
）

う
に
、
担
当
医
師
と
の
調
整
が
と

れ
る
こ
と
も
大
き
な
特
長
で
す
。

　
Ｑ
．
山
田
先
生
が
診
察
時
に
大

切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て

下
さ
い
。

　

Ａ
．
患
者
さ
ま
の
問
診
は
、
特

に
大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

症
状
に
つ
い
て
は
、
患
者
さ
ま

の
お
言
葉
で
細
か
く
お
聞
き
し
た

上
で
、
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
、

ま
た
は
現
在
抱
え
て
い
る
病
気
や

そ
の
薬
に
つ
い
て
な
ど
の
情
報

を
、
し
っ
か
り
と
確
認
し
ま
す
。

　

症
状
に
よ
っ
て
は
、
現
在
の
治

病
名
に
つ
い
て
、
詳
し
く
ご
説
明

差
し
上
げ
る
際
に
、
患
者
さ
ま
の

ご
希
望
も
十
分
に
お
聞
き
し
な
が

ら
、
必
要
と
思
わ
れ
る
検
査
な
ど

の
お
話
も
含
め
て
、
ご
本
人
さ
ま

が
ご
納
得
い
か
れ
る
治
療

方
針
を
提
示
し
、
決
定
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
時
の
ほ
か
、

さ
ら
に
精
密
な
検
査
や
手

術
、
入
院
等
が
必
要
な
場
合

は
、
連
携
医
療
機
関
で
あ

る
「
大
和
成
和
病
院
」
に

ス
ム
ー
ズ
に
か
か
れ
る
よ

　
Ｑ
．
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
循
環

器
内
科
の
特
長
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

Ａ
．
患
者
さ
ま
と
の
距
離
が
近

い
こ
と
で
す
。

　

症
状
や
病
態
、
可
能
性
の
あ
る

　

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
循
環
器
専
門
病
院
で
あ
る
「
大
和
成
和
病
院
」
と
密
接

な
連
携
体
制
を
と
っ
て
い
る
地
域
の
診
療
所
で
す
。
今
回
は
、
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
循
環
器
内
科
を
担
当
し
て
い
る
山
田
由
夏
医
師
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

テ
ー
シ
ョ
ン
／
居
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
／
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
併
設
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
退
所
後
の
在
宅
生
活
ま
で
も

ト
ー
タ
ル
に
支
援
が
で
き
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
ご
自
宅
で
介
護
さ

れ
て
い
る
ご
家
族
さ
ま
が
休
養
で

き
る
よ
う
に『
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
』

を
活
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
当
施
設
で
も
『
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
』
で
ご
家
族
さ
ま
の
介

護
負
担
軽
減
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

医
療
依
存
度
の
高
い
方
や
ご
入

所
者
さ
ま
の
高
齢
化
、
ご
家
庭
の

事
情
な
ど
か
ら
、『
看
取
り
』
の

機
会
も
増
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

幅
広
い
ご
容
態
の
方
も
ま
ず
は
ご

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
見
学
は
い
つ
で
も
、
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」。　
　

■
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
・
相

談
室
☎
０
４
６・２
７
２・１
５
１

５（
大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
９
）

設
は
、
グ
ル
ー
プ
医
療
機
関
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
充
実
し
て

い
ま
す
。

　

隣
接
す
る
大
和
成
和
病
院
〈
循

環
器
専
門
病
院
〉
の
ほ
か
、
内
科

や
整
形
外
科
が
そ
ろ
っ
て
い
る

さ
が
み
野
中
央
病
院
（
海
老
名
市

東
柏
ヶ
谷
）、
人
工
透
析
施
設
も

あ
る
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
大
和
市

西
鶴
間
）
に
よ
る
迅
速
な
医
療
対

応
が
可
能
で
す
。
人
工
透
析
治
療

が
必
要
な
方
も
入
所
可
能
で
す
の

で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

　
―
―
―
高
齢
者
の
身
体
の
状
態

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
の
で
、
中
に

は
機
能
回
復
に
か
な
り
の
時
間
を

要
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
「
は
い
。
そ
の
よ
う
な
方
で
も

当
施
設
は
ご
安
心
し
て
ご
入
所
い

た
だ
け
ま
す
。
自
宅
へ
の
早
期
復

帰
が
難
し
い
場
合
に
は
、
中
長
期

の
入
所
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
ご
自
宅
へ
復
帰
し
た
後

も
当
施
設
内
に
は
、
訪
問
看
護
ス

ザ
」
は
、
専
門
知
識
を
も
っ
た
各

ス
タ
ッ
フ
（
看
護
師
／
介
護
福
祉

士
／
理
学
療
法
士
／
作
業
療
法

士
）
が
常
駐
し
毎
日
、
入
所
者
に

対
す
る
ケ
ア
や
日
常
生
活
の
た
め

の
支
援
（
手
伝
い
）
を
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
管
理
栄
養
士
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
入
所
者
ご
と
に
栄
養
面

を
考
え
た
食
事
の
提
供
も
し
て
い

る
施
設
で
す
。

　

成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
の
ス

タ
ッ
フ
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
―
―
―
他
の
老
健
と
の
違
い
を

お
し
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
ス
タ
ッ
フ
・
以
下
同
）「
当
施

院
治
療
の
必
要
は
な
い
も
の
の
、

す
ぐ
に
自
宅
へ
戻
り
社
会
復
帰
す

る
に
は
ま
だ
身
体
機
能
等
に
不
安

が
あ
る
人
に
対
し
、
医
療

や
介
護
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
継
続
し
、
Ａ
Ｄ

Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）
を

回
復
さ
せ
て
か
ら
、
安
心

し
て
自
宅
へ
戻
れ
る
よ
う

に
支
援
す
る
高
齢
者
の
施

設
で
す
。

充
実
の
ス
タ
ッ
フ
体
制

　

大
和
市
に
あ
る
老
健

「
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ

　

介
護
老
人
保
健
施
設（
以
下「
老

健
」）
と
は
、
病
院
で
急
性
期
治

療
を
終
え
て
病
状
が
安
定
し
、
入

　

自
宅
復
帰
を
目
指
し
て
機
能
訓
練
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
る
介
護
老
人
保

健
施
設
（
老
健
）。
大
和
市
に
あ
る
「
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」
は
、
病
院
と

の
連
携
や
、
自
宅
復
帰
後
の
支
援
体
制
も
整
っ
て
い
る
老
健
で
す
。〈
取
材
協
力
〉

成和クリニック
 循環器内科   

☎046 - 2 6 4 - 3 9 1 1
神奈川県大和市西鶴間 5-3488-7

【平日】 9:00～12:00/15:00～18:00（受付 17:30 まで）
【土曜】 9:00～12:00（受付 12:00 まで）

月 火 水 木 金 土

午前

午後

山田
Dr.

熊田
Dr.

山田
Dr.

山田
Dr.

山田
Dr.

熊田
Dr.

熊田
Dr.

菅原 Dr.
（第１•3•4 週）
上村 Dr.
（第 2•5 週）

山田
Dr.

熊田 Dr.
（第１•3 週）
時長 Dr.
（第 2•4 週）
＊第５週は交代

季
節
感
あ
る
内
容
の
リ
ハ
ビ
リ
も
多
い
同
施
設

「
検
査
結
果
や
病
歴
は
診
察
に
役
立
ち
ま
す
」

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
循
環
器
内
科
　
山
田
由
夏 

医
師

成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ（
老
健
）

　
　

施
設
か
ら
自
宅
ま
で

　
　
　

     

医
療
と
介
護
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

る
公
開
講
座
「
１
０
０
歳
ま
で
脳

を
元
気
に
」
も
無
料
開
催
さ
れ
ま

　

湘
南
医
療
大
学
で
、
11
月
24
日

㈯
に
「
第
４
回
大
学
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
＝
下
ポ
ス
タ
ー
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
繋
が
る
人

の
輪
～
支
え
あ
う
思
い
や
り
の
心

～
」。
日
頃
の
学
修
内
容
の
展
示

や
各
学
科
の
発
表
の
ほ
か
、
サ
ー

ク
ル
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
模
擬
店

な
ど
、
多
く
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
10
時
か

ら
は
、
寺
本
明
副
学
長
が
講
演
す

士
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
習
得

す
る
通
信
教
育
の
学
科
で
す
。

　

幅
広
い
学
習
内
容
を
通
信
教
育

で
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
同
校

で
は
、
季
刊
発
行
し
て
い
る
「
学

習
通
信
」
に
よ
っ
て
、
受

講
生
に
対
す
る
丁
寧
な
学

習
フ
ォ
ロ
ー
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
福
祉

系
実
務
の
未
経
験
者
に

は
、
同
校
指
定
の
実
習
施

設
で
相
談
援
助
に
関
す
る

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
の
社
会
福
祉
専
攻
科

は
、「
自
宅
学
習
で
レ
ポ
ー
ト
作

成
」
と
「
学
校
で
演
習
（
ス
ク
ー

リ
ン
グ
）」
に
よ
っ
て
社
会
福
祉

福
祉
学
科
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

介
護
福
祉
士
の
育
成
を
目
指
す

こ
の
新
学
科
で
は
、「
進
学
し
た

い
け
れ
ど
学
費
が
…
」
と
い
っ

た
経
済
的
な
不
安
を
抱
え
る
入

学
希
望
者
に
対
し
、「
介
護
福
祉

士
修
学
資
金
立
替
制
度
」
を
設

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
同
校
が

所
属
す
る
医
療
・
福
祉
に
特
化

し
た「
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
」が
、

　

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門

学
校（
相
模
原
市
）は
、来
年（
２
０

１
９
年
）
４
月
に
新
し
く
「
介
護

国
家
資
格「
介
護
福
祉
士
」を
目
指
す
専
門
学
科

出
店
・
講
演
・
説
明
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

11
月
24
日
は
大
学
祭
へ
行
こ
う
♪

湘
南
医
療
大
学

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

社会福祉専攻科
出願

結果
通知

修業年限

選考

授業料

【第3回】 
11／8（木）～11／28（水）
【第4回】 
11／29（木）～12／14（金）
願書・小論文（800字以内）

出願最終日より
10日以内

1年6カ月

※検定料5,000円

350,000円（実習費含む、教材費別）
※実務経験者は250,000円（教材費別）

通
信
で
も
演
習
あ
り
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制

社
会
福
祉
士
を
目
指
し
ま
せ
ん
か

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

介
護
福
祉
学
科
を
新
設

学
費
は
立
替
制
度
で
心
配
な
し
！

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門
学
校

湘南医療大学
横浜市戸塚区上品濃16-48
☎０４５-８２１-０１1１
詳しくはコチラをCheck!

最
大
１
８
７
万
円
（
学
費
２
年
間

分
全
額
）を
立
て
替
え
る
も
の
で
、

卒
業
後
に
グ
ル
ー
プ
系
列
の
病
院

や
施
設
に
就
職
す
る
こ
と
で
、
５

年
間
に
返
済
（
給
与
天
引
き
・
無

利
子
）
す
る
機
会
を
設
け
、
学
費

を
心
配
せ
ず
に
学
業
に
専
念
で
き

る
環
境
を
提
供
す
る
制
度
で
す
。

　

同
校
で
は
12
月
15
日
㈯
に
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
（
年
内

ラ
ス
ト
）。
介
護
福
祉
や
医
療
事

務
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
一
度
足

を
運
ん
で
み
て
！

■
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門
学

校
☎
０
４
２・７
４
４・９
７
１
１

実
習
（
24
日
間
程
度
）
も
設
け
て

い
ま
す
。

　

同
校
の
社
会
福
祉
専
攻
科
は
、

「
厚
生
労
働
省
専
門
実
践
教
育
訓

練
給
付
制
度
」
の
指
定
講
座
な
の

で
、
条
件
次
第
で
授
業
料
等
の
補

助
が
最
大
70
％
も
支
給
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。（
詳
し
く
は

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
相

談
・
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。）

　

見
学
も
可
能
な
の
で
、
興
味
が

あ
る
方
は
、
ま
ず
は
同
校
へ
お
問

い
合
わ
せ
を
。

■
茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
☎
０
４
６
７・８
８・６

７
２
５（
社
会
福
祉
専
攻
科
直
通
）

茅
ケ
崎
駅
か
ら
徒
歩
18
分

す
。
難
し
く
考
え
が
ち
な
脳
に
つ

い
て
、
気
軽
に
学
べ
る
絶
好
の
機

会
で
す
。
さ
ら
に
14
時
か
ら
、
来

春
入
学
を
目
指
す
受
験
生
向
け
の

「
大
学
説
明
会
」
も
開
か
れ
ま
す
。

　

盛
り
だ
く
さ
ん
の
楽
し
い
一
日

を
、同
大
学
で
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
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11月29日（木）11：00～12：00日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

交通のご案内

お問合わせ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から
無料シャトルバスを運行

ふれあい町田ホスピタル １階 会議室
講 

師

ふれあい町田ホスピタル
内科

西田 亜沙美 医師

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

ふれあい
町田

ホスピタル

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線

次回予告
12月下旬開催予定

糖尿病に使用する最新のお薬事情 ～専門医からの提言～
　糖尿病は、神経や腎臓などにさまざまな
障害を起こすことが知られています。また、
心臓病や脳卒中など、直接死亡リスクに
関係する動脈硬化を引き起こすことも
わかってきました。当院の糖尿病専門医が
最新のお薬や治療方法についてわかり
やすく説明いたします。

11月28日（水）14：00～15：30日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

交通のご案内

お問合わせ
綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

海老名駅､長後駅､さがみ野駅､
相模大塚駅､かしわ台駅より路線バス

綾瀬厚生病院 産婦人科棟 4階 多目的室

綾瀬
市役所

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

45

城山公園

綾瀬大橋
入口 

講 

師

綾瀬厚生病院
整形外科

相澤 智史 副院長

変形性膝関節症 ～健康寿命100歳を目指して～
　「変形性膝関節症」は放っておくと歩行
や屈伸、座位などができなくなり、日常
生活に支障をきたしてしまいます。
　日常生活で気を付けることや治療の
方法について、当院の相澤副院長がわ
かりやすくお話します。

次回予告
12月下旬開催予定

断
、
生
活
の
ケ
ア
ま
で
、
患
者
一

人
ひ
と
り
の
全
身
に
わ
た
る
管
理

と
治
療
を
し
て
い
る
の
が
「
町
田

ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
す
。

　

担
当
す
る
西
田
亜
沙
美
医
師
は

「
当
院
で
は
糖
尿
病
専
門
医
が
、

専
門
的
に
診
療
し
て
い
ま
す
。
栄

養
相
談
に
は
管
理
栄
養
士
も
お
り

ま
す
。
地
域
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
糖

尿
病
患
者
さ
ま
の
治
療
に
尽
力
い

た
し
ま
す
の
で
、
糖
尿
病
で
お
悩

み
の
方
は
、
是
非
ご
相
談
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
合
併
症
に
は
、〈
網
膜
症

／
腎
症
／
神
経
障
害
／
脳
卒
中
／

心
筋
梗
塞
／
下
肢
閉
塞
性
動
脈
硬

化
症
な
ど
〉
が
あ
り
、
重
症
度
や

原
因
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。

専
門
治
療
と
栄
養
管
理
を
徹
底

　

糖
尿
病
の
予
防
か
ら
発
症
診

　

人
間
は
、
食
物
摂
取
で
栄
養
素

を
吸
収
し
、
肉
体
の
維
持
や
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て「
膵
臓
」

は
、
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
「
イ
ン
ス

リ
ン
」
を
分
泌
し
て
、
人
間
の
主

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
「
糖

質
」の
代
謝
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
で
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の

作
用
不
足
に
よ
っ
て
高
血
糖
（
血

液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
高
濃
度
）
と

な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
合
併
症
を

引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
東
京
都
町
田
市
小
山
ヶ
丘
）
は
、

専
門
医
の
治
療
と
管
理
栄
養
士
の
栄
養
指
導
を
取
り
入

れ
た
糖
尿
病
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。〈
取
材
協
力
〉

多摩境駅ほかより無料シャトルバスあり

ふれあい町田ホスピタル
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8
☎042-798-1121

八
王
子

町
田

橋
本
駅

相
模
原
駅

多摩境

ココ

小山
ベ
ビ
ー
ザ
ラ
ス

老
健

リハビリ
センター

老人
ホーム

薬局

無料P
ふれあい
町田

ホスピタル

ふれあい
町田

ホスピタル

受
付
時
間

午後

月 火 水 木 金 土

13：30～16：30

午前
8：30～11：30

内 科

診察待合ロビ
ー

ん
。

栄
養
の
プ
ロ
の
指
導

　

そ
れ
に
対
し
、
栄
養
の
摂
取
・

管
理
の
プ
ロ
で
あ
る
「
管
理
栄
養

士
」
は
、
適
切
な
栄
養
量
や
お
米

の
量
、
食
べ
方
、
食
品
の
選
択
の

仕
方
の
ほ
か
、
動
き
方
ま
で
内
容

を
把
握
し
て
い
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
で
す
。
糖
尿
病
治
療
の
目
標
で

あ
る
「
健
康
な
状
態
に
近
づ
く
こ

と
」
に
対
し
て
、
多
岐
に
わ
た
る

ア
ド
バ
イ
ス
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
危
機
が
迫
っ
て
き
た

ら
、
ま
ず
は
「
管
理
栄
養
士
」
の

指
導
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

告
げ
ら
れ
、
そ
の
言
葉
に
「
も

う
、
好
き
な
も
の
が
食
べ
ら
れ
な

い
！
」
と
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
、
糖
質
だ
け
を
減
ら
し
て
血

糖
値
を
下
げ
た
り
、
減
量
目
的

の
「
糖
質
制
限
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
が

流
行
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
糖

質
を
摂
り
過
ぎ
て
い
た
人
が
、
こ

の
糖
質
制
限
で
適
切
な
摂
取
量
に

す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
、
効
果
も
期
待
で
き
ま
す

が
、
そ
の
反
面
、
極
端
な
制
限

に
よ
っ
て
脂
質
の
摂
取
量
が
増

え
て
し
ま
う
た
め
、
動
脈
硬
化

が
進
み
、
冠
動
脈
疾
患
の
リ
ス

ク
を
高
め
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ

　

日
本
で
糖
尿
病
患
者
は
年
々
増

え
続
け
、
２
０
１
４
年
の
厚
労
省

調
査
で
は
３
１
６
万
６
千
人
も
の

患
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康

診
断
な
ど
の
結
果
、「
血
糖
値
が

高
め
」
と
の
所
見
が
で
た
ら
、
あ

な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

糖
質
だ
け
抜
い
て
も
脂
質
が

　

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
医
師

か
ら
「
食
生
活
の
見
直
し
を
」
と

◁透析室

▽透析スタッフ

　
―
―
―
他
の
病
気
で
入
院
し
た

場
合
、
患
者
さ
ん
は
透
析
治
療
を

続
け
る
の
が
大
変
な
の
で
は
？

　
「
当
院
な
ら
大
丈
夫
で
す
。
普

段
か
ら
透
析
治
療
を
さ
れ
て
い
る

方
が
、
病
気
や
け
が
で
入
院
す
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

当
院
に
は
内
科
や
整
形
外
科
の
医

師
も
お
り
、
人
工
透
析
設
備
も

整
っ
て
い
ま
す
の
で
、
病
気
や
け

が
の
治
療
と
並
行
し
て
い
つ
も
通

り
透
析
治
療
も
続
け
ら
れ
ま
す
」

　

―
―
―
透
析
室
ス
タ
ッ
フ
の

モ
ッ
ト
ー
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
人
工
透
析
治
療
は
長
く
お
付

き
合
い
し
て
い
く
も
の
で
す
の

で
、
患
者
さ
ま
の
ほ
か
ご
家
族
さ

ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。精
神
的
・

肉
体
的
な
不
安
に
対
し
、
少
し
で

も
軽
減
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
気
軽

に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
」。（
同
院

☎︎
０
４
６
７
・
７
７
・
５
１
１
１
）

の
様
子
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
ス
タ
ッ
フ
以
下
・
同
／
取
材

協
力
）「
一
般
的
に
人
工
透
析
で

は
、
普
段
通
り
の
生
活
を
送
り
な

が
ら
週
３
回
・
３
～
４
時
間
ほ
ど

の
通
院
で
治
療
を
行
な
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
治
療
中
は
、
ベ
ッ
ド

で
テ
レ
ビ
を
観
な
が
ら
な
ど
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
お
過
ご
し
い
た
だ

け
る
環
境
を
整

え
、
通
院
に
は

無
料
送
迎
サ
ー

ビ
ス
も
行
な
っ

て
お
り
ま
す
」

科
」
で
は
、
腎
機
能
に
問
題
が
あ

る
／
悪
化
し
か
け
て
い
る
／
悪
化

が
進
ん
で
い
る
人
に
対
し
、
原
因

を
究
明
し
て
進
行
を
防
ぐ
治
療
や

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

適
切
な
治
療
を
経
て
も
悪
化
が

進
む
場
合
は
、
透
析
療
法
を
含
め

た
内
容
を
丁
寧
に
説
明
し
、
同
意

を
得
た
う
え
で
、
患
者
そ
れ
ぞ
れ

の
意
思
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
治

療
を
進
め
る
病
院
で
す
。

　

綾
瀬
厚
生
病
院
の
透
析
室
ス

タ
ッ
フ
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
―
―
―
通
院
の
頻
度
や
治
療
中

　

食
生
活
の
変
化
や
高
齢
化
に
と

も
な
い
、
８
人
に
１
人
が
「
慢
性

腎
臓
病
」
と
推
定
さ
れ
、
新
た
な

国
民
病
と
危
険
視
さ
れ
て
い
ま

す
。（
日
本
腎
臓
学
会
資
料
よ
り
）

　

綾
瀬
厚
生
病
院
の
「
腎
臓
内

　

神
奈
川
県
の
中
央
に
位
置
す
る
綾
瀬
エ
リ
ア
で
は
、
透
析
施
設
の
不
足
が
問
題

視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
手
を
あ
げ
、人
工
透
析
治
療
を
行
な
う
「
透
析
室
」

お
よ
び
診
察
科
目「
腎
臓
内
科
」を
開
設
し
た（
昨
夏
）の
が
綾
瀬
厚
生
病
院
で
す
。

　

人
工
透
析
治
療
は
、
自
身
の
腎

臓
の
代
わ
り
に
、
透
析
機
器
の
助

け
を
借
り
て
水
分
と
毒
素
を
体
外

に
出
す
治
療
法
で
す
。

　

現
在
で
は
こ
の
透
析
治
療
に

よ
っ
て
、
腎
機
能
の
悪
化
だ
け
が

原
因
で
命
を
落
と
す
こ
と
は
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
生
命
維

持
の
た
め
に
は
、
こ
の
治
療
を
休

む
こ
と
な
く
、
永
続
的
に
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。人
工
透
析
は
、

週
３
回
の
治
療
が
多
く
、
こ
の

ペ
ー
ス
を
ど
ん
な
時
も
続
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

今
の
状
態
を
知
る
こ
と
か
ら

　

だ
か
ら
こ
そ
、
今
あ
る
自
身
の

腎
臓
を
い
た
わ
り
、
可
能
な
限
り

早
い
う
ち
か
ら
腎
臓
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
腎
臓
内

科
な
ど
の
専
門
診
療
科
で
一
度
、

し
っ
か
り
診
察
し
て
も
ら
い
、
今

の
腎
臓
の
状
態
を
知
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

に
障
害
が
お
き
、
長
期
的
に
続
く

と
「
慢
性
腎
臓
病
」
に
な
り
ま
す
。

「
タ
ン
パ
ク
尿
」
ま
た
は
「
糸
球

体
ろ
過
量
の
低
下
」
が
、
３
カ
月

以
上
続
い
て
い
る
場
合
は
、
こ
の

病
気
の
可
能
性
が
高
い
で
す
。

　

腎
機
能
の
障
害
が
、
数
カ
月
か

ら
数
年
か
け
て
進
行
し
て
腎
臓
が

正
常
に
働
か
な
く
な
り
、
回
復
は

見
込
め
な
い
状
態
を
「
慢
性
腎
不

全
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
人
工
透

析
治
療
の
対
象
と
な
る
の
は
、
こ

の
状
態
で
す
。

治
療
は
永
遠

慢
性
腎
臓
病
か
ら
腎
不
全
へ

　

腎
臓
の
機
能（
以
下「
腎
機
能
」）

　

人
間
の
臓
器
「
腎
臓
」
の
機
能

が
悪
化
す
る
と
、
左
図
の
よ
う
に

多
く
の
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

　

腎
臓
は
、
体
内
か
ら
不
要
な
も
の
を
排
出
し
た
り
、
血
圧
の
調
整
な
ど
、
重
要

な
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
臓
器
で
す
。
腎
臓
が
病
に
侵
さ
れ
る
と
、
生
命
の
維
持

の
た
め
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
治
療
（
人
工
透
析
）
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

●体内に老廃物や水分がたまる
●赤血球が作られず貧血を起こす
●貧血から動悸・倦怠感・めまいを発症
●ビタミンＤが活性化されず
　骨がもろくなる
●骨折しやすくなる　など

機能悪化で機能悪化で

体液量
などの
調節

血圧の
コント
ロール

骨髄の
血球造成
補助

尿の
生成

カルシウム
吸収の促進
と骨強化

腎臓の役割腎臓の役割

ふれあい町田ホスピタル
西田 亜沙美 医師
（糖尿病専門医）

▷
送
迎
の
様
子

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

専
門
医
＆
栄
養
士
に
よ
る
糖
尿
病
治
療

安
易
な
考
え
の「
糖
質
制
限
」は
逆
効
果
か
も

地
域
の
声
に
応
え
る
綾
瀬
厚
生
病
院
の
役
割

〜
透
析
治
療
に
つ
い
て
〜　

腎
臓
が
病
気
に
な
る
と
、一
生
通
院
！？
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